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　開発途上国からの要請に基
づき、それに見合った技術・
知識・経験を持ち「開発途上
国の人々のために生かした
い」と望む人材を募集し、選
考、訓練を経て派遣する「Ｊ
ＩＣＡボランティア事業」。
　今年、印西市在住の河野洋
一郎氏（青年海外協力隊）と
田村かおり氏（シニア海外ボ

ランティア）の
両氏が、それぞ
れ海外へ派遣
されました。
　河野氏は、建築指導を行うためにバングラディシュに派遣さ
れます。民間の建築関連会社に勤めていた河野氏は「学生のこ
ろから『発展途上国に学校を建設し、全ての人たちが平等に教
育を受けられる環境を整えたい』という目標がありました。派
遣先では、自分の知識を提供しながら、多くのことを学んで帰
国したいです」と語りました。
　トンガへの派遣が決まった田村氏は、看護教育が専門。看護
学校で看護師の育成に当たります。田村氏は「以前から、自分
の経験や技術が何かの役に立てば…と考えていました。今回
の派遣で、トンガの看護水準向上に少しでも協力できるよう、
地元の人たちと協力していきたいと思っています」と語りまし
た。
　それぞれ派遣される国は違いますが、海外派遣ボランティア
として、志の高さを感じる抱負を語ってくださった両氏。
　両氏は、いずれも平成27年3月まで派遣国で指導を行いま
す。

 民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
２
人
を
委
嘱

平成２５年（２０１３）５月１日号（２）

　印旛地区水防管理団体連合会主
催による水防演習が印西市大森地
先利根川河川敷で開催されます。
　水防団員、消防職員および防災
関係機関の職員が、利根川の増水
を想定した堤防の亀裂、漏水等を
防ぐ伝統的な水防工法を実演しま
すのでぜひお越しください。
■時 5月25日臥・午前10時～午後
1時（荒天および災害発生の場合は

中止）。
■場 印西市大森地先利根川河川敷。
■問 防災課防災班（緯内線453）。
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市
で
は
、
環
境
の
保
全
に
関
す
る

理
念
や
基
本
的
な
枠
組
み
な
ど
を
定

め
た
「
環
境
基
本
条
例
」
を
平
成
　11

年
4
 月
に
施
行
。　
そ
の
具
体
化
に

向
け
て
、
環
境
施
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
環
境
基
本
計
画
」
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
施
策
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
た
び
、
本
計
画
の

計
画
期
間
が
平
成
　
年
度
で
終
了
し
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た
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
「
印
西
市

環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
同
計
画
は
、
市
総
合
計
画
の
基
本

構
想
に
掲
げ
る
本
市
の
将
来
都
市
像

で
あ
る
「
ひ
と
 ま
ち
 自
然
 笑
顔
が

輝
く
 い
ん
ざ
い
」
の
実
現
を
、
市
の

環
境
基
本
条
例
第
3
条
の
基
本
理
念

の
も
と
、
環
境
面
か
ら
目
指
す
も
の

で
す
。

　
な
お
、
環
境
基
本
計
画
本
編
お
よ

び
概
要
版
は
、
市
図
書
館
お
よ
び
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
可
能
で
す
。
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境
保
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全
班
（
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3
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森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
3
6
4
）。

　5
月
　
日
は
民
生
委
員
・
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              児
童
委
員
の
日
で
す

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域

社
会
の
福
祉
増
進
を
図
る
た
め
、
市

内
各
地
区
に
配
置
さ
れ
て
い
る
地
域

で
最
も
身
近
な
相
談
・
支
援
者
で
す
。

　
市
に
は
、
現
在
1
2
4
人
の
民
生

委
員
が
民
生
委
員
法
に
基
づ
き
配
置

さ
れ
て
お
り
、
児
童
福
祉
法
で
児
童

委
員
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

う
ち
主
任
児
童
委
員
に
指
名
さ
れ
た

　
人
の
委
員
は
、
児
童
福
祉
を
専
門

12に
活
動
し
て
い
ま
す
。

怯
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
基

本
に
は
7
つ
の
働
き
が
あ
り
ま
す
。

①
社
会
調
査
の
は
た
ら
き
…
生
活
の

実
態
や
福
祉
需
要
の
把
握
に
努
め
ま

す
。

②
相
談
の
は
た
ら
き
…
生
活
上
の
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

③
情
報
提
供
の
は
た
ら
き
…
介
護
や

福
祉
の
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提

供
を
し
ま
す
。

④
連
絡
通
報
の
は
た
ら
き
…
関
係
機

関
と
の
間
に
立
っ
て
連
絡
役
を
果
た

し
ま
す
。

⑤
調
整
の
は
た
ら
き
…
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
調
整
・
支

援
し
ま
す
。

⑥
生
活
支
援
の
は
た
ら
き
…
快
適
な

生
活
が
で
き
る
よ
う
生
活
支
援
活
動

を
し
ま
す
。

⑦
意
見
具
申
の
は
た
ら
き
…
生
活
上

の
問
題
点
や
改
善
策
に
つ
い
て
関
係

機
関
に
意
見
を
提
起
し
ま
す
。

　
日
々
の
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、

心
配
な
こ
と
、
誰
か
に
相
談
し
た
い

と
き
、
あ
る
い
は
、
各
種
の
福
祉
制

度
を
利
用
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と

き
な
ど
、
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

※
各
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
厚
生
班
（
緯
内
線
2

5
5
・
2
5
6
）。

　
平
成
　
年
４
月
１
日
付
け
で
、民

２５

生
委
員
・
児
童
委
員
に
次
の
２
人
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た（
敬
称
略
）。

胸
木
下
・
小
林
地
区
…
笹
倉
惠
子（
木

下
東
四
丁
目
担
当
）。

胸
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
南
地
区
…
亀

岡
晶
子（
戸
神
台
一
丁
目
の
一
部
担

当
）。
　
民
生
委
員
･
児
童
委
員
は
地
域
社

会
の
福
祉
増
進
を
図
る
た
め
、市
内

の
各
地
区
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、地

域
で
最
も
身
近
な
相
談
・
支
援
者
で

す
。お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

■問 
社
会
福
祉
課
厚
生
班
（
緯
内
線
２

５
６
）。

▲板倉市長（左）から委嘱を受けた笹倉惠子氏（中央）と
亀岡晶子氏
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 印
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境
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を
策
定定

 JICA（ジャイカ）青年海外協力隊・シニア海外ボランティア

 
 
 
 
 
 
 

・緑や水辺を守り育てよう 
・生きものと共存しよう 

【印西市が目指す将来環境像】  
「ひと まち 自然」が調和し 

豊かで安心できる環境で暮らせるまち 
いんざい 

緑やや水辺が身近に感じられる、自然と共生するまちを目指して  

基本目標１（自然環境）  

取り組み方針⇒  

・生活環境に不安がないまちを目指そう 
・有害物質の排出・侵入を防ごう 

安心・安全に暮らせる、環境に負荷を与えないまちを目指して  

基本目標２（生活環境）  

・環境を考え行動する人を育てよう 
・環境配慮行動の実践を促すしくみをつくろう 

環境配慮行動の実践者を拡大し、みんなで環境を育てるまちを目指して  

基本目標５（人づくり）  

・地球にやさしいまちをつくろう 
・資源循環型のライフスタイルを実践しよう 

低炭素社会の構築に向けた、地球環境に負荷を与えないまちを目指して  

基本目標４（地球環境）  

取り組み方針⇒  

取り組み方針⇒  

取り組み方針⇒  

・快適で住みよいまちにしよう 
・歴史・文化が感じられるまちにしよう 

都市としての魅力があふれる、快適なまちを目指して  

基本目標３（都市環境）  

取り組み方針⇒  

胸印西市環境基本計画体系図胸

■地域で里山を守り・育むしくみづくり
　①市民参加による里山保全活動の充実　
　②印西市生物多様性地域戦略の策定　
■地域ぐるみによるごみ減量・リサイクル活動の展開
　①（仮称）廃棄物減量等推進員制度の導入検討　
　②ごみ減量・リサイクル活動への支援の充実　
■再生可能エネルギー・省エネルギー化への推進
　①再生可能エネルギー利用設備や省エネ設備等の導入促進
　②「印西市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」策定の
　　検討
　③省エネ型ライフスタイルの普及促進

怯印西市環境基本計画重点プロジェクト怯

5月25日臥に「平成25年度水防演習」を開催

滑
水
防
訓
練
の
様
子（
写
真

は
平
成
　
年
度
の
も
の
）
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　　　河野洋一郎氏（高花）
　　　田村かおり氏（戸神台）が海外へ派遣

滑
河
野
氏
（
右
）
と
田

村
氏
。
下
写
真
は
派
遣

前
に
印
西
市
役
所
へ
表

敬
訪
問
に
訪
れ
た
両
氏

と
板
倉
市
長
（
最
右
）


